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動物園の�
休園日�

0265（22）0416

■問合せ�
　動物園�

11月21日b◆24日e�
 28日b    

12月 5 日b◆12日b�
　◆19日b◆26日b

県
民
手
帳
の
販
売�

図
書
館
ま
つ
り�

わ
ら
べ
う
た
で 

あ
そ
ぼ
！�

市
立
病
院�

放
射
線
治
療
休
止�

虐待は、子どもに対する重大な人権侵害です。�
虐待ゼロのまちを目指して、地域の子育て
環境を考えてみましょう。�
�
《児童虐待とは》��
○身体的虐待�
　なぐる、ける、やけどを負わせるなど。�
○性的虐待�
　性的行為の強要、性器や性交を見せる、�
　ポルノグラフィの被写体にするなど。�
○ネグレクト�
　家に閉じ込める、食事を与えない、ひど
　く不潔にする、車中に放置するなど。�
○心理的虐待�
　言葉による脅し、無視、きょうだい間の
　差別的扱いなど。�

あなたのまわりに「虐待を受けていると思
われる子ども」がいたら、すぐに連絡をし
てください。「あなた」の実行が、子どもを
虐待から守ります。（秘密は守られます）�
�
《虐待を発見したときの連絡先》　��
（昼間）�
○飯田市子育て支援室�
　10265（22）4511内線5301�
○長野県飯田児童相談所�
　10265（25）8300�
（夜間・休日）�
○長野県児童虐待・ＤＶ24時間ホットライン�
　10263（91）2410

■問合せ　子育て支援室�
 10265（22）4511　内線5348
■問合せ　子育て支援室�
 10265（22）4511　内線5348

11月�11月�11月�11月�は児童虐待防止月間です�は児童虐待防止月間です�

射
線
治
療
を
１２
月
下
旬
〜
来
年
３

月
末
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。�

　
放
射
線
治
療
を
要
す
る
患
者

さ
ん
に
は
、
事
情
を
説
明
し
、

装
置
の
あ
る
伊
那
中
央
病
院
や

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
市
立
病
院
　
放
射
線
科�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５�
���

▼
対
象
　
乳
幼
児
親
子�

▼
日
時
　
１２
月
１
日
e�

　
午
前
１０
時
１５
分
〜
１１
時
１５
分�

▼
場
所
　
鼎
図
書
館�

▼
募
集
人
数
　
２０
組
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
３０
日
d�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
鼎
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）９
９
０
１�

�������

　
平
成
１８
年
版
長
野
県
民
手
帳

を
販
売
し
ま
す
。�

▼
販
売
期
間�

　
１１
月
２１
日
b
〜
１２
月
２８
日
d�

▼
販
売
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー

　
ナ
ー
、市
役
所
各
支
所
、各
自

　
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所

　
地
下
売
店
、
市
立
病
院
売
店
、

　
高
松
分
院
売
店�

▼
価
格
　
１
冊
　
５
０
０
円�

▼
問
合
せ
　
情
報
推
進
課�

　
統
計
担
当
　
内
線
２
２
４
３�

���

　
市
立
病
院
で
は
、
放
射
線
治

療
に
使
用
し
て
き
ま
し
た
「
リ

ニ
ア
ッ
ク
装
置
」
が
老
朽
化
し

た
こ
と
か
ら
、最
新
の
機
能
を

備
え
た
装
置
へ
の
入
れ
替
え
を

行
い
ま
す
。�

　
入
れ
替
え
の
工
事
期
間
や
、

正
確
に
放
射
線
を
照
射
す
る
た�

め
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
放�
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フ
ェ
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（
就
業
支
援
）�

地
震
災
害
募
金
の
受
付�

飯
田
市
職
員�

飯
田
市
臨
時
職
員�

交通事故発生状況�
（10月31日現在）�

件数・・・517件（－47）�

死者・・・       ・・         2人（±0）�

傷者・・・672人（－49）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

11月の納税�

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

税目�

納期�

国民健康保険税(11月分)

11月30日(水)

試験
区分�

薬剤師�
追加募集� 1人�

昭和47年�
4月2日以降の�
出生者�

教養試験
作文試験
性格検査�

12月11日a

採用予
定人数�

受験資格（詳細は実施要綱参照）� 給与※�

資格および免許� 年齢� 初任給� 手当�

第１次�
試験方法�

第１次
試験日�

※給与は平成17年4月1日現在の額です。�

4.4月
ほか�
手当�

薬剤師免許取得者�
(来春までに行われる
国家試験により、当該
免許を取得する見込み

の者を含む)

183,000円�
(大学卒)

飯田市職員採用試験�

　
来
年
１０
月
２４
日
c
ま
で�

▼
受
付
場
所�

　
市
役
所
本
庁
受
付
、
り
ん
ご

　
庁
舎
窓
口
、
各
支
所
、
各
自

　
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
飯
田
市

　
公
民
館
、
橋
北
・
橋
南
・
羽

　
場
・
丸
山
・
東
野
公
民
館�

※
郵
便
振
替
も
ご
利
用
い
た
だ

　
け
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
こ
れ
ま
で
日
赤
飯
田
市
地
区

　
へ
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金�

○
新
潟
県
中
越
地
震�

　
１
１
、
３
９
９
、
９
９
９
円�

○
米
国
ハ
リ
ケ
ー
ン�

　
８
、
３
７
７
円�

○
台
風
１４
号
被
害�

　
２
３
、
４
０
８
円�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
へ
送
り

　
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

　
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

▼
問
合
せ�

　
福
祉
課
　
庶
務
係�

　
内
線
５
３
７
３�

�������

　
平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。�

▼
試
験
区
分
　
下
表�

▼
試
験
実
施
要
綱
と
試
験
申
込

　
書
の
入
手
方
法�

○
市
役
所
人
事
課
、
市
役
所
各

　
支
所
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
窓
口
で
受
け
取
り�

○
郵
送
の
場
合
は
、
１
２
０
円

　
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

　（
試
験
区
分
と
宛
先
明
記
、

　
角
形
２
号
）
を
同
封
し
、
人

　
事
課
へ
請
求�

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ

　
ス
は
８
Ｐ
下
）
か
ら
の
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド�

▼
申
込
書
類�

○
試
験
申
込
書�

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

　
記
入
し
、
８０
円
切
手
を
貼
っ

　
た
長
形
３
号
封
筒�

▼
申
込
方
法
　
月
〜
金
曜
日�

　（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時

　
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
の
間�

�����������������������

　
に
人
事
課
ま
で
本
人
ま
た
は

　
代
理
者
が
持
参
。
郵
送
も
可
。�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
２８
日
b�

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
総
務
部
　
人
事
課�

　
内
線
２
１
３
２�

���

▼
募
集
職
種
・
人
数�

　
臨
床
心
理
士
　
１
人�

▼
勤
務
場
所
・
内
容�

　
飯
田
市
子
育
て
支
援
室�

　
家
庭
児
童
相
談
訪
問
員�

▼
勤
務
時
間�

　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
１５
分�

▼
賃
金�

　
飯
田
市
臨
時
的
任
用
職
員
・

　
非
常
勤
職
員
の
規
定
に
よ
る
。�

　
月
額
　
１
７
６
、
３
０
０
円�

▼
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書

　（
写
真
添
付
）を
用
意
し
、あ

　
ら
か
じ
め
電
話
に
て
日
程
調

　
整
し
た
上
で
、
子
育
て
支
援

　
室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
１２
月
１５
日
e�

▼
問
合
せ
　
飯
田
市
本
町
１
―

１５�

　
り
ん
ご
庁
舎
　
子
育
て
支
援
室�

　
内
線
５
３
４
８�

���
　
若
年
者
と
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン

希
望
者
の
就
業
支
援
を
行
い
ま

す
。
仕
事
に
関
す
る
ど
ん
な
こ

と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
希
望
に
よ
り
適
性
診

断
・
適
職
診
断
も
行
い
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
者�

　
３５
歳
位
ま
で
の
若
年
者
と 

　
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

　（
家
族
の
方
な
ど
も
可
）�

▼
日
時
　
１２
月
４
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階�

　
市
民
サ
ロ
ン�

▼
問
合
せ
　
産
業
振
興
支
援
室�

　
労
政
係
　
内
線
４
４
１
９�

���

　
日
本
赤
十
字
社
飯
田
市
地
区

で
は
、
地
震
被
災
者
へ
の
募
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

▼
受
付
内
容
・
期
間�

○
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
災
害

　
救
援
金�

　
１１
月
３０
日
d
ま
で�

○
新
潟
県
中
越
地
震
被
災
者
義

　
援
金�
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▼その他のイベント【飯田文化会館内】��
　○障害者団体の活動報告、作品の展示・販売�
　　（10:30～）�
　○人権クイズラリー（景品進呈）�
　　（12:00～）�
　　展示ブースをまわって�
　　クイズに答えよう！� ■問合せ　県ユマニテ・人間尊重課　1026（235）7106�

　　　　　飯田市　男女共同参画課　10265（22）4560

みんなちがって　みんないい�みんなちがって　みんないい�

演劇宿「私が私と出会う時」�

人権フェスタ2005　in南信州�人権フェスタ2005　in南信州�

演劇やコンサート、お笑いなど、どなたも楽しく参加できるフェスタです。人権問題を�
身近な問題として考えていただくため開催します。�
いずれの催しも入場料は無料ですので、お気軽にお出かけください。�

▼一部【飯田人形劇場】11:00～14:00��
　○シンガーソングライター「美咲」コンサート�
　　（11:00～）�
　○パフォーマンス「お笑い集団 NAMARA」�
　　（13:00～）�

▼二部【飯田文化会館】14:30～16:30��
　「中国帰国者問題」をテーマに�
　○基調講演　井出孫六氏（作家）�
　○パネルディスカッション�
　　中国帰国者など3人の発表�
　　助言者：井出孫六氏�
　　コーディネーター：蘭（あららぎ）信三氏�
　　　（京都大学国際交流センター助教授）�

▼三部【飯田文化会館】17:00～19:00��
　○市民劇団「演劇宿」の公演�
　　「私が私と出会う時」　演出：ふじたあさや氏�
　＊前日の10日g17：00～プレ公演します。�

　○おはなしドキドキぱーく�
　　「おはなしぱけっと号」がやってくる！�
　　絵本の読み聞かせ（14:00～）�
　　「でこぼろ人形劇団」の公演（15:00～）　�

図書館ホームページ情報�図書館ホームページ情報�

■問合せ　中央図書館　10265（22）0706

図書館ホームページ情報�図書館ホームページ情報�
☆堀家蔵書一覧と�
　表紙・内容画像（一部）の公開�

☆雑誌「伊那」の論文タイトル検索�11/26～�

http://library.city.iida.nagano.jp/�
ホームページに次のものが加わります。�

堀家蔵書とは、江戸時代の飯田藩主堀家の所蔵してい
た図書を中心とする蔵書です。今の中央図書館蔵書の
基となった資料です。内容は歴史・医学・地理・武術・
文学など多岐のわたり、全国でも貴重な資料です。�

雑誌「伊那」は飯田・下伊那を代表する郷土
雑誌です。創刊は昭和13年、通巻900号を超
えた今もなお発行されている月刊雑誌です。
図書館所蔵のすべての号の論文が検索できます。�
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キ
ム
チ
の
素
づ
く
り
教
室�

美
博
の
自
然
講
座�

　「世界史キャラバンについて」�
世界史研究所研究員　木村英明�

　2004年7月に東京の渋谷に産声をあげた世界史
研究所は、急激なグローバリゼーションが進行す
る現代、各国史の寄せ集めとしての｢世界の歴史｣
ではなく、人類の歩みを総合的な視野と方法から
捉える｢世界史｣のあり方を模索する場を目指して
います。�
　｢世界史キャラバン｣は、研究所の交流・教育活
動の一環です。「世界史」を共通の視点に据えつ
つ、一定のテーマで、数名の専門家による講演会
を日本各地に出向いて行うことがその趣旨です。
これまで、東京、新潟県南魚沼市、長野県松本市
で開催しました。その際には壇上から一方的に語
りかけるだけではなく、地元の郷土史家や歴史に
関心を抱く一般の皆さんと議論し、交流してまい
りました。�
　飯田市では「第一次世界大戦前後の世界」を統
一テーマに、同市近郊を含めて、世界諸地域の政
治や経済、文化がどのように連動していたのかを、
地元の皆さんとともに考えてみたいと思います。�

▼日　時　12月3日（土）午後２時～６時�
▼会　場　りんご庁舎３Ｆ会議室�
▼テーマ　「第一次世界大戦前後の世界」�
▼報　告（各20～30分）�
○南塚信吾氏（法政大学教授）�
「三人の軌跡から見る大戦前後の世界史：ジョン・
リード、（アラビアの）ロレンス、牧野伸顕」�
○田中一生氏（創価大学講師)�
　「嵐を呼ぶバルカン世界」�
○趙　景達氏（千葉大学教授）�
「道義の時代と民族の自決�
　　　－第一次大戦前後の朝鮮をめぐって」�
○木村英明氏（早稲田大学講師）�
「危機の文化～欧州アヴァンギャルドと日本の新興芸術」�
○鬼塚　博（飯田市歴史研究所研究員）�
「日露戦後飯田下伊那の地域間の関係－中心都市と周辺」 �
※コメンテーター　小川幸司氏（松川高校教諭）�
▼参加費　無料�
▼主　催　世界史研究所�
▼共　催　飯田市歴史研究所�

世界史研究所が毎年行っている「世界史キャラバン」
が今年は飯田にやってきます。この機会に私たちの住
む地域と世界の情勢とが、どのように連動していたか
を考えてみましょう。事前の申し込みは不要ですので、
お気軽にご参加ください。�

■問合せ　飯田市歴史研究所　10265（53）4670

12／3（土）�
午後2時～6時�

りんご庁舎総合窓口では�
平　日　午前８時30分～午後7時�
土曜日　午前10時30分～午後7時�

各種証明の発行をしています�

本町１丁目再開発ビル�

総合窓口なら、�
お仕事の帰りに�
住民票をとることができます。�

りんご庁舎2階�りんご庁舎2階�
本町１丁目再開発ビル�

総合窓口なら、�
お仕事の帰りに�
住民票をとることができます。�

▼
場
所
　
丸
山
公
民
館
調
理
室�
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の
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素
を
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大
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漬
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物
づ
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前
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時
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10265（22）4511

サンヒルズいいだ各種講座受講生募集�サンヒルズいいだ各種講座受講生募集�
平成18年1月からの講座の受講生を12月1日（木）から募集します。（定員になり次第締め切ります）�
働いている方ならどなたでも受講できます。初めての方もお気軽にご参加ください。�

健康増進講座�（シェイプアップクラスのみ1～3月。その他は1カ月単位月々更新）�

※　健康増進講座受講料は3カ月分まで前納が可能です。�
※　飯田勤労者共済会の会員の方は、年1回に限り受講料の半額（2,625円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。�
※　受講者が極めて少ない場合は、開講不可、または曜日、時間などの変更もありますのでご承知おきください。�

◆開講場所・問合せ　　サンヒルズいいだ　10265（26）7090�
◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。�
◆サンヒルズいいだホームページ　http://www.iidanet.or.jp/sunhills/（1～3月）�教養文化講座�

（飯田勤労者共済会事業飯田勤労者共済会事業）�（飯田勤労者共済会事業）�

講座名� 内　　　　　　　　　容� 開講日� 時間� 定員� 受講料� 教材費�

パソコン�
入門コース�

●初めての方でも大丈夫、パソコンの入門教室です�
●基本的な文書作成と編集、簡単な表計算とグラフ作成をします�

午後� 火・金� ＰＭ　１：３０～３：３０�

各20人�
(最小10）�

23,100円�
(全20回)

2,100円�
夜間� 月・水� ＰＭ　６：３０～８：３０�

パソコン�
活用コース�

●エクセルの便利な関数を学びます�
●デジカメデータ、パワーポイントでスライドショーの作成をします�午後� 月・水� ＰＭ　１：３０～３：３０�

●就職に強いマイクロソフト・オフィス・スペシャリスト�
　(2003)検定対策を行います� 夜間� 火・金� ＰＭ　６：３０～８：３０� 4,200円�

英会話�
●講師を囲んで楽しく英会話を学びます�
●レベルに合わせ「これから英会話をはじめたい人」コースと�
　中級コースが選択できます�

午後� 火� ＰＭ　１：００～２：３０�
各20人� 15,750円� な　　し�

夜間� 水� ＰＭ　７：００～８：３０�

トール�
ペインティング�

●素材にあったデザインと色で、身近な物に描きます�
●絵心なくても楽しめます�

午後� 水� ＰＭ　１：００～３：００� 10人�
1作品2,000円程度�
（初回のみ道具代�
5,000円程度）�

講座名� 内　　　　　　　　　　容� 開講日� 時間� 定員� 受講料�
週1回コース� 週2回コース�

水　　泳�
（初級者コース）�

●泳げない人でも大丈夫、無理なく効果的な指導で�
　必ず泳げるようになります�
�
●健康作りにも最適です�

午前� 火� ＡＭ１１：００～１２：００�

各18人�

1カ月�
4,200円�

１カ月�
6,300円�

午後�
金・土� ＰＭ　１：３０～２：３０�

水� ＰＭ　２：００～３：００�

夜間�
火� ＰＭ　７：３０～８：３０�

水・土� ＰＭ　７：００～８：００�

水　　泳�
（中・上級コース）�●泳力向上のクラスです� 午後� 土� ＰＭ　３：００～４：００�

リフレッシュ�
クラス�

●熟年初心者、体力不足の方限定コースです�
●水中歩行から泳ぎに無理なく進めていきます�

午前� 金� ＡＭ１１：００～１２：００�
各18人�

午後� 月� ＰＭ　２：００～３：００�

アクアシェイプ�●アクアビクス（ヌードル使用）30分＋水泳30分の�
　バランスの良いプログラムです�

午前� 水� ＡＭ１１：００～１２：００�

各20人�
夜間�

月� ＰＭ　７：００～８：００�

金� ＰＭ　７：３０～８：３０�

コーディネーション�●体力に自信のない方や、肩こり、腰痛、股関節・ひざ�　痛でお悩みの方でも安心して参加できます� 夜間�
月� ＰＭ　８：００～９：００�

各18人�
金� ＰＭ　６：３０～７：３０�

アクアビクス�
●水中でのエアロビクスです�
●短時間でシェイプアップに効果的なプログラムです�

午後� 火� ＰＭ　２：００～２：３０�
各30人�

1カ月�
3,675円�

夜間� 水・土� ＰＭ　８：１０～８：４０�

エアロビクス� ●リズムに合わせておもいっきり身体を動かし、気持ち�
　よく汗を流しましょう�

午前� 金� AＭ１０：３０～１１：３０�

各30人�午後� 水� ＰＭ　１：３０～２：３０�

夜間�月・火・水� ＰＭ　７：３０～８：３０�

水中健康体操� ●負担の少ない水中体操、リハビリ目的にも最適です� 午後� 火・金� ＰＭ　２：４０～３：１０� 40人� 月6回まで受講可�
1カ月　　4,200円�

シェイプアップ�
クラス�

●シェイプアップ効果の高い有酸素運動と筋力トレーニ�
　ングを組み合わせて行います� 午後� 火� ＰＭ　２：００～３：００� 30人�

3カ月分で�
9,450円�

フィットネス�
ウオーキング�

●ストレッチ+簡単な筋力トレ－ニング+ウオーキングの�
　理想的なプログラムです�
●講師は元オリンッピク選手の酒井浩文氏です�

午後� 金� ＰＭ　２：００～３：３０�
制限なし� １カ月　　3,150円�

夜間� 金� ＰＭ　７：００～８：３０�

花架拳＆�
練功十八法�

●中国の武術に基づき、花のように美しく舞う健身術です�
　古曲にのって呼吸法とともに心身をゆったりと動かしていきます�

午後� 水� ＰＭ　３：００～４：１５� 10人� 1カ月　　4,200円�

親子教室�
●0～3才の子どもとその親が対象です�
●親子で、体操、制作、季節遊びなどを楽しみます�
●講師は飯田中央保育園の保育士です�

午前�
第1.3水� AＭ１０：００～１１：３０�

各20組� 1カ月　　1,050円�
第2.4火� AＭ１０：００～１１：３０�

12,600円�
(12回)
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■問合せ　税務課　市民税係　10265（22）4511　内線5161

平成17年1月1日現在65歳以上の方で、�
年間年金収入額　170万円の方の場合（基礎控除のみ）�
次のような計算になります。�

※改正前の所得計算では、※改正前の所得計算では、扶養の要件扶養の要件
　（3838万円以内）万円以内）に該当し、に該当し、扶養控除が扶養控除が
　受けられていましたが、改正後は
　所得が扶養の要件に該当しないため、
　控除の対象になりません。�

扶養控除の基準に注意�
�
年金の控除額が変わるため、扶養控除の対象になって
いた方については注意が必要です。収入が公的年金の
みで65歳以上の方は、年間158万円を超えると扶養
となることができません。扶養されている方の年末調
整や申告の際はご注意ください。�

所得額や税額などを�
基準とした制度への影響�
�
税以外でも、所得額や税額などを基準としている制度
や施策について、今回の改正の影響を受けることがあ
ります。�

平成17年1月1日現在65歳以上の方で、�
年間年金収入額　170万円の方の場合（基礎控除のみ）�
次のような計算になります。�

申告が必要になる方が増えます�
�
65歳以上の課税対象者が増えるため、公的
年金から所得税が源泉徴収される事例が増
加します。�
源泉徴収税の清算などのため、源泉徴収税の清算などのため、申告が必要に申告が必要に
なりますので、公的年金の源泉徴収票、生命
保険料、保険料、損害保険料の証明などを申告まで保損害保険料の証明などを申告まで保
管してください。�
1年間の年金収入金額が148万円を超える�
方は申告をしましょう。�

申告が必要になる方が増えます�
�
65歳以上の課税対象者が増えるため、公的
年金から所得税が源泉徴収される事例が増
加します。�
源泉徴収税の清算などのため、申告が必要に
なりますので、公的年金の源泉徴収票、生命
保険料、損害保険料の証明などを申告まで保
管してください。�
1年間の年金収入金額が148万円を超える�
方は申告をしましょう。�

▼年金所得の計算�
　170万－140万（左表参照）＝30万�
�
▼所得税の計算�
　30万（所得）－50万（老年者控除）�
　－38万（基礎控除）≦0�
　所得税額　0円�
�
▼市県民税の計算�
　所得が125万円以下のため非課税�
　市県民税額　0円�
�
★所得税・市県民税ともに非課税。�

▼年金所得の計算�
　170万－120万（左表参照）＝50万�
�
▼所得税の計算�
　50万（所得）－38万（基礎控除）＝12万�
　12万×10％（税率）＝12,000�
　12,000－2,400（定率控除12,000×20％）＝9,600�
　所得税額　9,600円�
�
▼市県民税の計算�
　50万（所得）－33万（基礎控除）＝17万�
　17万×5％（税率）＝8,500�
　8,500－700（定率控除8,500×7.5％）＝7,800�
　7,800＋4,000（均等割）＝11,800�
　11,800×1/3（経過措置）≒3,800�
　市県民税額　3,800円�
�
★所得税・市県民税あわせて13,400円の課税。�

例えば�例えば�

※改正前の所得計算では、扶養の要件
　（38万円以内）に該当し、扶養控除が
　受けられていましたが、改正後は
　所得が扶養の要件に該当しないため、
　控除の対象になりません。�

【改正後】�【改正前】�

ポイント�ポイント�扶養控除の基準に注意�
�
年金の控除額が変わるため、扶養控除の対象になって
いた方については注意が必要です。収入が公的年金の
みで65歳以上の方は、年間158万円を超えると扶養
となることができません。扶養されている方の年末調
整や申告の際はご注意ください。�

所得額や税額などを�
基準とした制度への影響�
�
税以外でも、所得額や税額などを基準としている制度
や施策について、今回の改正の影響を受けることがあ
ります。�

※定率控除・経過措置につい
　ては端数計算があります。�
※定率控除・経過措置につい
　ては端数計算があります。�
※定率控除・経過措置につい
　ては端数計算があります。�

［広報いいだ］2005.11.15 ��
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税制改正が行われ、平成17年分（注1）から、市県民税（注2）や所得税の計算・控除額などが変わります。�
来年2月からの申告に備え、今回は市県民税の改正内容を中心に解説します。�
�
注1　本文中は、平成17年の所得を計算し、平成18年6月から課税させていただく分としてお読みください。（申告は来年2～3月）�
注2　その年の1月1日（賦課期日）現在、市内に住所を有する方、または市内に事務所･家屋敷などをお持ちの方に納めていただく税。�

公的年金控除の変更�

平成17年分から年金収入に対しての所得の計算（控除額）
が変更になります。詳細は、下表をご覧ください。�
※65歳未満の方は変更ありません。�

定率控除の引き下げ�
�
平成17年分より定率控除が所得割の年分より定率控除が所得割の15％（4万円
限度）限度）→7.57.5％（2万円限度）万円限度）へと引き下げられます。へと引き下げられます。�
所得税については18年分より20％（25万円限度）
→10％（12.5万円限度）へと引き下げられます。�

※所得計算で38万円を超える方は、扶養控除の対象に
　なりません。28万円を超える方は、市県民税が課税
　されます。（非課税規定に該当する場合を除く）�

公的年金控除の変更�

平成17年分から年金収入に対しての所得の計算（控除額）
が変更になります。詳細は、下表をご覧ください。�
※65歳未満の方は変更ありません。�

年金収入�
0～330万未満�
330万以上～410万未満�
410万以上～770万未満�
770万以上�

所得計算式�
収入－120万�
収入×75％－37.5万�
収入×85％－78.5万�
収入×95％－155.5万�

年金収入�
0～260万未満�
260万以上～460万未満�
460万以上～820万未満�
820万以上�

所得計算式�
収入－140万�
収入×75％－75万�
収入×85％－121万�
収入×95％－203万�

市県民税 非課税規定の廃止�

年間合計所得が125万円以下の老年者（65歳
以上）に適用されていた市県民税非課税規定が
廃止されます。ただし、経過措置として平成17
年1月1日現在65歳以上で前年の合計所得が
125万円以下の方は、万円以下の方は、平成平成17年分は税額の年分は税額の1/3、
18年分は2/3の課税となります。�
（障害者、寡婦、寡夫、未成年者の方で合計所得
125万円以下に該当する場合は引き続き非課税
規定が適用されます）�

市県民税 非課税規定の廃止�

年間合計所得が125万円以下の老年者（65歳
以上）に適用されていた市県民税非課税規定が
廃止されます。ただし、経過措置として平成17
年1月1日現在65歳以上で前年の合計所得が
125万円以下の方は、平成17年分は税額の1/3、
18年分は2/3の課税となります。�
（障害者、寡婦、寡夫、未成年者の方で合計所得
125万円以下に該当する場合は引き続き非課税
規定が適用されます）�

市県民税均等割�
非課税基準の廃止�

市県民税の納税義務のある夫と生計を一にする妻に
対する均等割（4,000円）の非課税基準が廃止になり、
夫妻に限らず所得が28万円以上ある方には市県民
税均等割が課税されます。�
給与収入のみの方は収入が93万円を超える場合に
課税となります。（障害者、寡婦、寡夫、未成年者、
扶養控除の人数等の非課税規定に該当しない場合）�

市県民税均等割�
非課税基準の廃止�

市県民税の納税義務のある夫と生計を一にする妻に
対する均等割（4,000円）の非課税基準が廃止になり、
夫妻に限らず所得が28万円以上ある方には市県民
税均等割が課税されます。�
給与収入のみの方は収入が93万円を超える場合に
課税となります。（障害者、寡婦、寡夫、未成年者、
扶養控除の人数等の非課税規定に該当しない場合）�

定率控除の引き下げ�
�
平成17年分より定率控除が所得割の15％（4万円
限度）→7.5％（2万円限度）へと引き下げられます。�
所得税については18年分より20％（25万円限度）
→10％（12.5万円限度）へと引き下げられます。�

※所得計算で38万円を超える方は、扶養控除の対象に
　なりません。28万円を超える方は、市県民税が課税
　されます。（非課税規定に該当する場合を除く）�

【改正前】�

【改正後】�

対象�
65歳以上�
対象�
65歳以上�

対象全年齢�対象全年齢�

老年者控除の廃止�
�
平成平成1717年分から、年分から、これまでこれまで6565歳以上の方が受歳以上の方が受
けていた老年者控除が廃止されます。�
※控除額　所得税50万円　市県民税48万円�

老年者控除の廃止�
�
平成17年分から、これまで65歳以上の方が受
けていた老年者控除が廃止されます。�
※控除額　所得税50万円　市県民税48万円�
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�
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飯田市の人口（11/1現在）■人口＝108,197人（前月比－49）男51,850人／女56,347人  ■世帯＝37,302戸（前月比＋15）�

市民の皆さんの�
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。�

市長の留守番電話�

［広報いいだ］2005.11.15 ��

ほっとらいんＩＩＤＡ�
オフトーク通信�
ほっとらいんＩＩＤＡ�

ラジオ�

■広報いいだの風�
○飯田市からのお知らせ�
　  7：10～  7：30�
　12：10～12：30�
　17：10～17：30

■かざこし歳時記�
○飯田市企画番組�
　月曜日～金曜日�
　11：20～11：50

テレビ�

インターネット�
http://www.city.iida.nagano.jp/

チャンネル�

お知らせ�
　6：00　 12：15　 15：00　 19：30

お知らせ再送�
　6：15　 12：30　 15：15　 19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55�
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。�

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

1チャンネル�

2チャンネル�

3チャンネル�

4チャンネル�

内容・時間�

■テレビ広報�
○飯田市の政策や行事などを紹介します。�
　 12月の番組は「今年の主な出来事」の予定です。�

■市民だより�
○市からのお知らせをお届けします。�
　毎日　7：20　9：20　12：20　18：20　20：20　23：20

2
いいだＦＭ�

76.3ＭＨｚ�

飯田ケーブルテレビ�

 12月19日～25日   　９：30～　18：30～　20：30～�

放送日　　　　　　　　 　 放送時間�

■問合せ　情報推進課　内線2125

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行ってい�
　ます。お問い合わせください。�

●オフトークの故障は局番なしの113（NTT）�

市のホームページ�

チャンネル�

「かざこし歳時記」12月番組表�
放送曜日�
�
�

月曜日�
�
�
�
�

火曜日�
�
�
�
�

水曜日�
�
�
�
�

木曜日�
�
�
�
�

金曜日�

番　組　名� 内　　　容�
いいだの旬�
公民館リレー�
広報いいだの紹介�
さわやか健康�
くらしと環境�
市役所情報�
ピックアップ飯田�
ニュースイン119�
市民の安全110番�
消費生活メモ�
保育園だより�
本の散歩道�
伊那谷の自然�
伊那谷の歴史�
ふれあい福祉�
小学校だより�
元気ママ�
サークル紹介�
大好き農業�
いきいきライフ�
中学校だより�
観光情報�

いいだ、文化の窓�
［文化会館・美博�
  図書館情報］�

第何週�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�

4�
�

〜�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月１３日（火）�
１３:００～１６:００�

１１月２２日（火）�
１２月１３日（火）�
１３:３０～１６:００�

１１月２０日（日）�
１２月１１日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月２０日（火）�
１３：３０～１６：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�
毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

１２月９日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３４８�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

国税に関する相談�１２月１９日（月）�１０：００～１５：００�市役所本庁舎１階�
税務課�
内線５１４１�

ポルトガル語相談� 男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。�各種相談所�

消 費 者 相 談 �

高齢者福祉相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

りんご庁舎２階�

男女共同参画課
内線５３５２�

基幹在宅介護�
支援センター�
内線５３８４�

１週間の市内の話題を取材し紹介�
竜丘公民館「里山体験活動」を紹介�
「広報いいだ」１日号の内容説明�
健康に関しての番組�
環境保全活動の紹介�
市役所各課からの広報�
月を振り返って、市の行事を取材し紹介�
消防署と消防団による消防広報�
安全に関する情報広報�
消費生活に関する情報番組�
丸山・座光寺・松尾・松尾東保育園の紹介�
本の読み聞かせ�
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介�
飯田下伊那の歴史の一幕にスポット�
ボランティア・催し物・行事など紹介�
山本・川路・鼎・追手町・下久堅小学校の紹介�
橋北公民館のママさんグループを紹介�
下久堅公民館のグループやサークルを紹介�
農業に関係した活動や、事業を紹介�
いきいきと暮らす高齢者などを紹介�
高陵・鼎・緑ヶ丘・竜峡・飯田西中学校の紹介�
飯田の観光情報の紹介�
文化会館の事業の紹介�
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介�
図書館の行事や話題の本などの紹介�


